
春恒例のお花見ドライブ。 

桜の開花が年々早まり、計画も立てに

くくなっていますが、お天気に恵まれ、

晴天の日に満開の桜を楽しむことがで

きました。 

新井田川沿い、舘鼻公園、東運動公園… 

市内の桜を満喫！ 

「青空の下の桜が綺麗だね」 

「毎年見てるけど今年が一番だ」 

車内での会話も弾み、満足のお花見と

なりました。 

わが家で定期的に行っている『思い出の会』 

利用者全員で集い、テーマを決めて語り合う会です。 

５月は「母の思い出」６月は「父の思い出」をテーマに行いました。 

リクエストのあった美味しいものを食べ、午後からは自分の両親を思い出

しながら語り合いました。印象に残った皆さんからの語りを少し紹介した

いと思います。 

 

［母の思い出］ 

• 母の姿で思い出すのは稼いでいる姿。寝ないで家の仕事をしていた。 

• 昔のお母さんは大変だったと思う。なんでも自分の手でやらないと 

いけなかった。 

• 思い出の味は煮しめ！特別な日は必ず煮しめを作ってくれた。 

もう一度、母の手料理を食べたいなぁ…。 

 

［父の思い出］ 

• 昔の男の人は台所に立つことが少なかったけど、うちの父親は母がい

ない時とか、ちょっとした料理を作ってくれた。 

「腹空かせないように」って子供のことを思ってたんだべね。 

• 船乗りだったから、魚の匂いがした。父親の匂いだ。 



            

 

気温差の大きい春が過ぎ、ようやく梅

雨に入りましたが、あまり雨が続きま

せんね。わが家では七夕飾りを作りな

がら、本格的な夏を待ちわびてみたり、

暑さを心配してみたり・・ 

今年度、チームでは意見交換をより活

発にすることを目標にしています。  

ご本人の望む暮らしに向けて、暮らし

の質をさらに高めていくために、毎日

の過ごし方をよりこまめに検討してい

きます。ご家族・地域の皆さまも、ど

うぞお気軽に、お気づきのこと・お考

えをお聞かせください♪ 

細長くした新聞紙を巻いたり、形を整えたりする「「クイリング」の要素を取り入れ、新聞紙を使った花瓶作りに取

り組んでみました。指先を使って紙を巻く作業は、手指の巧緻性の維持向上や集中力を高める効果が期待されてお

り、作業療法的な視点からも意味のある作業です。利用者の方にはそれぞれのできることに合わせて、紙を巻く、

形を整える、貼り合わせる…など分担しながら完成を目指しています。完成した花瓶には季節の花を摘み、自らの

手で生けていただく予定です。花瓶作りから花を飾るまでの一連の活動に関わることで、達成感や満足感を味わう

とともに季節を感じる機会となります。利用者同士が一体感を持ちながら作品を作り上げる過程そのものが大きな

楽しみとなっており、「きれいだね」「楽しみだね」と笑顔で話される姿からも、作品作りを通して達成感や喜びを

共有することができました。 


